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　　　A－73 $,・煮物r- 及ぼt薬理の影屠について

　　　　　　A･善のか女大塔政　ぷ叔藤ふ　A,a) =/t-3-　0 i:.熱落臭(抑o残槍尿江

目的：■t ・ヽ.ら■小魚の煮物を咋･る際r-. 茶升を團いるレとが行わ･<ヽ･て■i,ヽり■ べのa的

ば．^ を軟φヽくするとも．膠vi:
<へヽを消すとむ■

あるいは. との両々の効果ダある

とh言われて．ヽi ．漆'/↑れ私ヽる:との効果をmら力ヽにするr--めに. 手実験では　魚

の"f"の軟化. i,ヽ1 ぴ■ v. ゐヽ,.ヽに及ぼt藻う↑･･り廓塔について片討しf'- ．

含ま：啼・軟紀に蘭して11　i t-薬み↑と薫留水て･･t. r:魚・ヽﾔ旁を試料として.･t能彼

査を行っに．次＼-. ，試料をレキサーで･骸砕し　９メ･・シュの腫律飾＼かヽて永々‘で･祢

い冷け七．残痕の量て･･l芯較しT: .f J ゐ･　茶の可瀋性成冷中｛むうく冷^ トる*テ汽ン

を冷離じ　￥の水盛染と蒸留水で･煮rこ呻骨め鏝1^ をf＼とIS]じ寸?2.1■-J ，て比較しr=.

に,れヽに関してふ茶升と熹留水tヽ･煮r- *.を試料として　官能.校量:･あ･よｙ　へ,．}"

スペースがス-/lit より<T L c/iヽ疸を行，r-. ．￥の結果. 両者・朗,-叢*ヽ･諮,ﾀﾞ)ら小-rこの

で≒その源因を検肘オi にめに. 隣r t分喰冷Z･ ≫>･るAソアいレアｌンの麟遍略疲に

暑章力ヽら冷靫しr-.カテキンをヵ・えて(T L C を行。rこ・

結集：帚口ヽ転記. 曜いに^ヽ1- の誠少の両方tしに

吊の軟化についてIJ. * テキン. 特にカ? ペンがし- トにあると推交さヽる．if:

にif いr-つぃては. 暑姉叶の* 子ペンにべ表で恥るホ･りフェノール類と薩さ臭の全A"

分で･あるアIン詣との及応にi ■>て叫丿%.が資十す^
~とφヽ･明ら心ヽにりっfこ・

　　　A－74牛IL 自鮮頑固､・恥i:ぼt野菜の3|夕摩､=うヽて(算、今報)

　　　　　　東京参政'瓦叡政　河碇フジき　o聶れ}

　目的　自ソースI- うVヽごヽしほうれん単■S加乞て加然しμ場洽、牛w水杯雁固-kμi

い:声､ごあ3. そこ7-この原邑:予雖策t^Lヽ･ますTこめr-湊研蜜を翁バ々．

　お戈、3 じめ叶|l の熱凝S! I-J,ヽよぼ-iン=･ウ喊i^鰍め影響をぶlたタに．市乳吽

I-ヽ＆をシ、.ウ酸･S加之りHi!調製しTこいレぎ4 び牛乳汁･・戯粉添加酒石酸赤魂t

加えて各々加淋し. 争乳犬凝凩i^涛ヽ舌かji々た．次ヽヽて･■- ほうれん草ク･生牛加敗

けわよび'未中T≒疹ﾁﾞV . 重曹水ﾀりヽ匍処理蹟・沸砕汁レ塩ゆT徨やv凛凌レ六塵

漏－うりごし鳶ヽtmヽ･μ廃研汁こウヽぺ、キ乳と天i^加怒し尺場合がH . 呪度.亥化

と雅痛驚t 々ｱてょマヽ.̂汁・色、和魚、全酸戻む＆、臨、? 、ft- タン＝･ンwl漢±

し、憲ヽ徴収柘-っヽヽマ･3、rr甲へ^疼気劃合-£々か、i た巾販ほうれ人界<^^^倅羞や

't令ゑ雑、貯歳期鴎ヤ・戎分・変＼'ロこっヽヽでも検討^iil^えμ・

　痴集　Ca -kH吐1吋5しホr- . シューウ喊lt

含漱? なヽヽ・Ｒイオンが加りi 乙ぞ%オ･り巾ま舶< ね'^ぶ、市Siは把凝脂'^吏しやす

い. II うれん単め生汁μ、牛享Lｸ､杷凝固を起-^こと夕^^＼が、>t で･^ と岐、侃、Hs、

タン゛ン寄、生乳^核就固t促進-^^成分がヵヽな'] 流塞すい)でヽヽ、海碑ｼﾞﾄ則特恥

Titﾛ孵してI 呼乳はt.代レにくい．吟K奮曽水でりX･'-hi 刎a 、海将片制卵傭ぐ

り効恥<$蜂乙ヽあ%。し・､レ、やヤ塵凍レt'.^^製ろりごレ)^t 恥ヽi を、淮欠し

マド^Feの影－%受けやt い. よ<戎長じr'濃緑色・･ほう*vん苓汁a、哨メ砥く、Ｑ

心￥知ヽ. 13う小･ん単.5、耽蔵tり喊は増加t ? ^^，汁17)fKは考 < T*"^.


